鎌倉市自治基本条例策定市民会議第３９回全体会　会議の概要
	日　　時　　　　　　　平成２０年４月９日（水）午後６時３０分　～　８時３５分

	場　　所　　　　　　　市役所　第三分庁舎１階　講堂

	出 席 者（敬称略）
市民会議会員出席者　４４名及び事務局（経営企画課９名）



	会 議 の 概 要

○はじめに

　＊市役所人事異動の報告

○第1部　全体会
＊代表から：この条例の目的は、市政の意思決定をはっきりさせることである。行政は、民意の確認をきちんとやり仕事のやり方を明確にする。市民は、いつでも誰でも行政と直接対話が出来るようにする。そのために条例に何を盛り込むかだと思う。有効に議事を進めるため議事規則に則って会議を進めるが、考えの違う人がどこで折り合いをつけるかが市民会議である。そこを考えて参加していただきたい。
１　今後の予定（３月以降追補版）
前回配布した「今後の予定（３月以降追補版）」は、策定・推進委員会の積み上げでまとめたものである。本日はこれに意見をいただきたい。
【動議】

・「今後の予定（３月以降追補版）」は、本日の議案として取り上げて欲しくない。まだまだ議論しなければならないことがたくさんある。いつまでに終らせるということは定めないと決めたと思っている。４月にも起草委員会が発足するようになっているが、もう少し煮詰まってから発足させるべきである。
・賛成意見：５月エンド、１１月には全て終るかのように具体的日程が書いてある。第３次ＰＩ活動もやらないといけない。ＰＩ活動をじっくり行うことによって市民の自治意識が変わると思う。
　・反対意見：なし
【採決】

賛成２５名、反対８名、（出席者４４名から議長団５名を除く）で、１の議題は取り下げることで可決。
２　会則検討委員会設置案の提案
【動議】

　・会則の修正については、以前に意見書（平成19年7月15日付）を提出したが凍結されている経過がある。会則について議案にするのであれば、その時の意見書から取り上げるべきである。
　・賛成意見：意見書が提出された時は、今会則の修正を行う時ではないということで流れたと記憶している。その時の意見書から議案とすべきである。
　・反対意見：なし
【採決】
　　賛成２２名、反対８名、（出席者４４名から議長団５名を除く）で可決。

　・意見書（平成19年7月15日付）を読み上げる。

　・前回の動議は、幹事会が会則になく、会則の改正を行わないまま市民会議が進むのはおかしいので、会則改正の委員会を立ち上げて検討して欲しいということ。

　・会則を変えて新しいことに取り組むのが本来であるが、世話人会→運営委員会→幹事会となり、その組織表が多数で承認された経過がある。市民会議のルールは今後の参考になって欲しいと考えている。この市民会議は会員の定義がはっきりしないが、そのことを改正するには時間がかかる。今全体会でそのことに時間を割くのはもったいないということで凍結した。委員会ではさまざまな方に入っていただき問題点を洗い出して欲しい。本日は資料配布とし審議は次回以降としたい。
【質疑】

　・資料を全員に配布して欲しい。その上で討議したい。

　・委員会を設置してそれぞれの案を取り入れて検討して欲しい。

　・全体会で決めたことを成文化してこなかったことがよくなかった。この委員会はこの組織を見直すことまで含めるのか。　→　現状の追認だけでなく、市民会議はどうあるべきかを含めて提案して欲しいと考えている。

　・現状を否定するような見直しはよくない。現状を尊重した検討が必要である。
　・意見を集約しようとしても、市民には多様な意見があることを認めることが大切である。
【結論】
　　本日提案の会則検討委員会設置案は次回審議する。
３　フェスティバルへ参加とＰＩ活動について

ＰＩ活動は第２次に入っているが第１次に比べるとスピードダウンしている。ＰＩ活動は大事な作業なので全員参加でお願いしたい。これまでチームを分けて縦割りで行ってきたが、行き詰まり感じているのでそれぞれ工夫して取り組んで欲しい。
　①フェスティバルへ参加
５月２０～２５日に鎌倉生涯学習センター地下ギャラリーで開催されるＮＰＯセンター設立１０周年記念「かまくら市民活動の日フェスティバル」へ市民会議として参加する。条例を知っているかどうかシール投票を行う。展示パネルによってＰＲを行う。２５日午前１０～１２時に大綱案について公開討論会を行う。４月１８日（金）午後６時３０分から５０１会議室で推進委員会の打合せを行うので協力いただける方は出席していただきたい。
　②地域協議会（仮称）のＰＩ
地域協議会について条例に盛り込む提案がある。自治会町内会と密接に関ってくるので、ＰＩ活動のタイミングを計りたいと考えている。

【質疑】

　・これまでＰＩ活動は組織的に行ってきたが、これからは皆のゲリラ的活動に変えるということか。→　これまで通り８チームで組織的に行うが、皆の人脈も含めて行って欲しいということである。
○第2部　策定作業部会　全体討議
１　前文について
４つの制度についてグループ討議で議論して欲しいといったが、地域協議会の名称は自治法の制度の名称と同じなので変えないといけない。全文は１～６のキーセンテンスでまとめた。３０人分の前文を整理した資料を用意したので参考にして欲しい。前文はこのようなコンセプトでよいかどうか意見をいただきたい。
【意見】
　・１、２は背景、３は理念である。３の具体的内容には住民自治を入れて欲しい。４は地域の自治の主役は市民であり市政を行うのは地方政府であることから順番を入れ替えたい。５は二元代表制をうたって欲しい。６は鎌倉市のあらゆる立法の基本となる条例であると書いて具体的に丁寧に最高規範をうたって欲しい。
　・私たちという表現が多いように感じる。主語が変わることによって内容が変わる。市が条例を制定することをはっきりさせて欲しい。条例の位置づけを明確にする必要がある。
　・前文は問題が起きた時の解釈のよりどころになるところなので、そこを意図して作成すべきである。
　・武家とあるが、あえて入れる必要があるのか疑問だ。４は地方政府と断定するのは時期尚早。目指す程度ならばよいが地方政府は反対。５は二元代表性を入れて欲しい。
　・二元代表制は、憲法に選挙によるとあるのでうたったほうがよい。３は歴史的遺産とあるが、遺産は過去のものであり、歴史伝承を含めて考えないといけないので不適切であり望ましくない。工芸などの伝統もあり、歴史と伝統をセットで書くべきである。自然と景観も入れたい。地方政府は国と離れたところにある対立する概念なのでふさわしくない。最高規範は憲法である。自治基本条例は条例であり法的概念では最高規範はふさわしくない。
・４と６は地方分権の流れの中での規範が書いてある。法があって条例があるので、この条例は法の下にあることを示すべきである。
　・憲法は主権在民である。市民が上にあり下に行政がある。そのような時代になったことを真っ先に書き、市民主権と書く。
　・地域環境にやさしいというキーワードは欠かせない。歴史的遺産を後世に伝えるのは何のために行うのかを考えると地域環境のキーワードは大切である。
　・安心できるまちづくり、安全なまちづくりを明確にする。３には福祉の充実の概念を織り込みたい。
　・あえて二元代表制を強調させる必要はない。国との対立などないし、地方政府もみんなでつくっていくことなのであってよい。歴史と自然は誇るべきことである。遺産は古いものということではなく、引き継いできたものを次につなげることと考えている。伝統は工芸だけでなく他のこともあるのであえて入れる必要はない。

　・この条例は手続き条例であることを書くべきである。条例の趣旨を書き、住民自治と団体自治の両方を書くべきである。市民が関わる主体性をもっと書き、市民の心意気を書くべきである。前文を読めば何を目的としているかわかるものとすべきである。
　・未来志向で新しい文化を創造するなど夢を持てる内容が必要ではないか。断定的なことが書いてあるだけなので物足りない。意思がはっきりしない。
　・２月６日討議の経過集や４月２日に出したグループ討議の提案も出して欲しかった。市民主権を最初に強調すべきである。次に市政の責務、市民自治の原則、先人たちの貴重な教訓、地方政府、自治基本条例の策定、最高規範を書いて欲しい。
　・鎌倉のビジョンを明確に打ち出す必要がある。子ども、障害者、外国人、共存、連携を書いて欲しい。コミュニティーと協働してコモンを創造するのがこの条例の産物となる。
　・市民憲章があった上での条例である。主体は市民であり、市民自治を確立するためにつくるものであるため、私たちを主体に書くべきである。
　・策定委員長から：地方政府に抵抗があるようだが今もそうなっている。完全自治体でないのは事実であるが、だめということではないと思っている。長々とした論文ではだめなので簡潔にした。われわれ市民といってもおかしくないと思う。私たちがしっかりつくっていくということである。案が取れた後、条例素案では文章にする。前文を入れることで本日の議論を整理して詰めて行きたい。


	特 記 事 項

１　次回の鎌倉市自治基本条例策定市民会議の予定

平成２０年４月１７日（木）午後６時３０分～８時３０分　市役所第三分庁舎　講堂
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